









「深夜 の霜」一 その形式 と想像力
薗 村 喜 次
『文学評伝』第13章に有名な想像力 ・空想の定義が与えられています。
しかしその定義は抽象的でその意味するところを具体的に理解す るのは容
易であ りません。またこれまで多 くの批評家はその定義 自体に強い関心を
持ってきましたが,そ れをコール リッジの 実際の作品Y'応用し作品の解
明を図るということはあま りあ りませんでした。このことは 厂今までコー










コール リヅジの 詩の中には批評家達の 間で 「対話詩」(Conversation
Poem)と呼ばれている一群の詩があります。 もともとこの名称は詩人が
自作 の詩`TheNightingale'Y'つけた副題であ り,その特質は 「対話詩」









第一スタソザ の冒頭 と第四スタンザ の後半が同じ状景を 扱っている とい
うことです。即ち霜の描写で始ま り霜の描写で終 っているのです。とりあ
えず この様な形式を 「帰還の形式」 と名付けておきます。
さて,で は各スタンザを詩人が詩の中で経験する 「意識」という観点に
(2)
た って考 えて い こう。 まず第一 スタンザ の冒頭が この詩,「深夜 の霜」 の雰
囲気 を決定 しています 。
The Frost performs its secret ministry, 
Unhelped by any wind. 









す。しかしこ ういった描写を経て詩人の 「意識 」が働 く下地が出来あがっ
てゆきます。 とい うのは今まで誰一人,何一つ詩人に同情を寄せでくれる
ものがなかった世界の中で詩人は唯一の動 くもの(thesoleunquietthing)
を見いだしたからです。 今まで方向を 失っていた 詩人の 「意識 」は その
対象をやっと捉 えました。炉の 格子棒の上のすすぼこり(fi1皿)がそ うで
す。それは詩人におぼろげな同情を与え,つ いにはそのほこりの動いてい




ったとい うことがわか ります。第一スタンザはか くて詩人の 「意識」が`a
toyofThought'の探究に とりかかったところで 終 ります。 なおこの探
究 の出発にあたって,こ れまでの第一スタンザにおける詩人の一連の心象
の流れに対する配慮は見逃せません。霜のお りた広 々とした戸外の心象は
梟のわびしい鳴声 という聴覚的心象 と相俟 って室内のやすらかに眠る幼児

















原因Y'依存 しているのでずっとむつかしいとい うことを学んだ」 と言って
います。













す。オヅタ ー川の流れるあのすばらしい故郷,古 びた教会の塔,そ こに鳴
る鐘の音,そ れ らはすべて一連の心象として詩人の 「意識」の上に浮んで
きます。回想の中に彷隍する詩人の 「意識」は次の二行がよくあらわして
いると思い ます。
So gazed I, till the soothing things, I dreamt, 
Lulled me to sleep, and sleep prolonged my dreams! 





























 ...so shalt thou see and hear 
The lovely shapes and sounds intelligible 
Of that eternal language, which thy God 
Utters, who from eternity doth teach 
Himself in all, and all things in himself. 
                         (11.  58-62.)
コールリッジにとって感覚の対象物(senseつbjects)は超験白勺な神の世
界のシソボルであり,また神の精神と人間の精神との仲介物に他ならない





証することで クライマックスに達 しました。 ここで 未来へ向った 詩人の
厂意識」は終止を告げます。あとはその下降を待つばか りです。
第四 スタソザはこの下降を告げるかの様に静かで美しい心象で 一杯で






識」が大 き く過去,未 来とめぐった後またもとに戻 ってきたのです。最初
「帰還の形式」 とい う言葉を用いましたがこれまでの説明でその意味がよ








の形式を用いた若い詩人 もいました。この様に考えてゆ くと 「この帰還の
形式とハーバーが呼んだものはロマソ派の詩の中で確かに好まれたパター
(67
ソである」 と言 った批評家の言葉 も首肯で きます。
ところで今まで我 々は詩人の精神活動を もっぱ ら 「意識」とい う言葉で
(7)
表現してきました。 「意志と悟性 とにより始動 させられる」とい う点にお
いて想像力はこの 「意識」 とその基盤を等しくしているだけでなく結局は










は 「人間の知覚全体が生 きて働 く生命力であり,その知覚全体の主たる行
為者であり,また無限なる神に内在する永遠の創造活動が,有限なる人間の
く8)























x方 が一般Y'ありました。 しか しこれ ら想像 力と空想は コール リッジに と
っては全 く別物であ ったのです。「くり返 して考えた結果」とコール リヅジ
は主張 してい る,「空想 と想像 力は一般Y'信じ られてい るよ うに一つ の意味
を持 った 二つの名であ るか,あ るい はせいぜ い同一 の力の働 く程度が高い
か低 いかの違 いだけである とい うのでは な くて,二 つ の別個 の大いに異な
(11)
った能 力であ ると考え るように なった。」 コール リッジ以来 多 くの 批評家
は空想 と想像 力の性質について論 じてきました。 コール リヅジと共に両者
は異 な るとい う人 もいれば,他方,両者 は別個 のものではな くて一つだ と主
張す る人 もい ます 。 この紛糾 した論争 の正 しさは今論 じないに して も一っ
だけ確 かな ことがあ ります 。それは想像 力の詩作品におけ る重大さです。







我 々が考察 してきた詩ではどこにその努力のあとヵミみ られるのか,と 尋、















っては偶然は与 り知 らぬことです。その流れ;発 展にはたえず必然的な連


















(2)こ の 小 論 を 書 くに あ た っ て 由 良 君 美 氏 の"TheSelfWatchingMind‐ コ ー ル
リ ッ ジ の 「深 夜 の 霜 」 私 観"か ら 刺 激 を 受 け か つ 第 一 ス タ ン ザ の 分 析 に 関 し て 教 え









(9)『 想 像 力 説 の 研 究 』 岡 本 昌 夫 著pp.97-104.参 照 。
⑩ 『こ と ば と詩,英 詩 考 そ の 一 』 御 輿 員 三p.60と"ShakespeareonImagination"
小 川 和 夫,「 英 語 青 年 」 第114巻 第3号 か ら 第5号 参 照 。
(iljBiog.Lit.,1.60-61.
⑫,:Lit.,II.12.
O零},:Lit.,1.202.
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